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従業地・通学地による人口・就業状態等集計は、全ての調査票を用いて、従業地・通学地

による人口の構成や現在住んでいる市区町村と従業地・通学地の市区町村との関係などを

集計した結果です。 



 

 

＜利用上の注意＞ 

○ 本文及び図表中の数値は、表章単位未満で四捨五入しているため、合計と内訳の計は必ずし 

 も一致しません。 

○ 割合は、特に注記のない限り、分母から「不詳」を除いて、又は不詳補完値により算出して 

 います。 

 【不詳補完値について】 

 総務省統計局は、利用者の利便性向上を図るため、主な項目の集計結果(原数値)に含まれる「不詳」を「不

詳」以外のデータの構成比に応じた按分等によって補完した数値(不詳補完値)を算出し、これを表章した統計

表を参考表として提供しています。 

 この冊子では、「従業地・通学地別人口」、「昼間人口、昼夜間人口比率」については不詳補完値を、5年前と

の比較においては平成 27年国勢調査を同様の方法で遡及集計した結果を用いています。ただし、年齢別で表章

しているものについては、不詳補完値がないため、集計結果(原数値)を用いています。 

 不詳補完値の算出方法については、総務省統計局『令和２年国勢調査 従業地・通学地による人口・就業状

態等集計結果 結果の概要』20ページを参照してください。 

   https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka.html 

 なお、大阪府の集計結果(原数値)は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年 令和2年

総数 8,839,469 8,837,685

　就業者 3,777,668 3,635,403

　通学者 1,055,471 939,777

　従業も通学もしていない 3,086,759 2,674,581

　労働力状態「不詳」 919,571 1,587,924

平成27年 令和2年

常住地による人口（夜間人口） 8,839,469 8,837,685

　従業も通学もしていない 3,086,759 2,674,581

　自市区町村 2,053,842 1,956,248

　　自宅 269,185 268,811

　　自宅外 1,784,657 1,687,437

　他市区町村 2,414,297 2,346,116

　　府内 2,096,788 2,034,510

　　他県 283,107 257,988

　　従業・通学市区町村「不詳・外国」 34,402 53,618

　従業地・通学地「不詳」 1,284,571 1,860,740

労働力状態別人口

労働力状態
人口（人）

従業地・通学地別人口

従業地・通学地
人口（人）

https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka.html


 

 

＜用語の解説＞ 

・従業地・通学地 

就業者が仕事をしている場所又は通学者が通学している学校の場所をいい、次のとおり区分

している。 

外勤の職員、運転手などのように雇われて戸外で仕事をしている人については、所属してい

る事業所のある市区町村を、船の乗組員(雇用者)については、その船が主な根拠地としている

港のある市区町村を、それぞれ従業地としている。 

区 分 内 容 

自市区町村 従業地・通学地が現在住んでいる市区町村と同一の市区町村の者 

 
自宅 従業地が自宅の者 

自宅外 従業地・通学地が「自宅」以外の者 

他市区町村 従業地・通学地が現在住んでいる市区町村以外の者 

 

府内 

従業地・通学地が大阪府内の他市町村の者 

大阪市、堺市に住んでいる者のうち、従業地・通学地が自市内の他

区の者 

他県 従業地・通学地が他の都道府県の者 

従業・通学市区町村「不

詳・外国」 

従業地・通学地が現在住んでいる市区町村以外であるが、市区町村

名が不詳の者又は外国の者 

従業地・通学地「不詳」 従業地・通学地が不詳の者 

 

・夜間人口(常住地による人口) 

  調査時(令和2年10月1日)に調査の地域に常住している者をいう。 

 

・昼間人口(従業地・通学地による人口) 

  当該集計の結果を用いて次の式により算出される。 

  夜間勤務及び夜間通学の者も昼間人口に含まれているが、買い物客や観光客などは含まれて

いない。 

 Ａ市の昼間人口＝Ａ市の夜間人口－Ａ市からの流出人口注１＋Ａ市への流入人口注２ 

注1) Ａ市からＡ市以外への通勤・通学者数 

注2) Ａ市以外からＡ市への通勤・通学者数 

 

・昼夜間人口比率 

  当該集計の結果を用いて次の式により算出される。100を超えると昼間人口が夜間人口を上回

っている。 

 Ａ市の昼夜間人口比率＝(Ａ市の昼間人口/Ａ市の夜間人口)×100 

 

・その他の用語 

  『令和２年国勢調査 調査結果の利用案内－ユーザーズガイド－』を参照されたい。 

   https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka/sankou.html 
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１ 従業地・通学地別人口 

 

 

 大阪府の人口(883万 7,685人)を従業地・通学地別にみると、「自市区町村で従業・通学」が 250

万 2,011人(人口に占める割合 28.3％)、「他市区町村で従業・通学」が 293万 4,414人(同 33.2％)、

「従業も通学もしていない」が 340万 1,260人(同 38.5％)となっている。 

 人口に占める割合を前回調査(平成 27 年)と比較すると、「自市区町村で従業・通学」が 0.4 ポ

イント、「他市区町村で従業・通学」が 0.7 ポイント、それぞれ上昇し、一方、「従業も通学もし

ていない」は 1.1ポイント低下している。 

 

表 1-1 従業地・通学地別人口の推移 

 

 

 

 

 

図 1-1 従業地・通学地別人口の割合の推移 

 

 

 

 

 

  

平成27年 令和2年 平成27年 令和2年

8,839,469 8,837,685 100.0 100.0

3,498,133 3,401,260 39.6 38.5

2,465,223 2,502,011 27.9 28.3

　自宅 321,192 336,344 3.6 3.8

　自宅外 2,144,031 2,165,667 24.3 24.5

2,876,113 2,934,414 32.5 33.2

　府内 2,539,277 2,607,839 28.7 29.5

　他県 336,836 326,575 3.8 3.7

　実　　数（人） 割　　合　（％）

　他市区町村で従業・通学

従業地・通学地

　総数

　従業も通学もしていない

　自市区町村で従業・通学

従業・通学する者の割合は上昇、従業も通学もしていない者の割合は低下 

注）不詳補完値による。 
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注)各年齢階層の総数(従業地「不詳」を控除)における「他市区町村で従業」の構成比を 
「府内」及び「他県」で按分 

 

 

 就業者を従業地別にみると、「自市区町村で従業」が 40.9％、「他市区町村で従業」が 59.1％と

なっている。 

 男女別にみると、男性は「自市区町村で従業」が 34.9％、「他市区町村で従業」が 65.1％、女

性は「自市区町村で従業」が 48.2％、「他市区町村で従業」が 51.8％となっている。 

 15歳以上の就業者を男女別、5歳階級別にみると、男性は 20～64歳で、女性は 20～34歳で、6

割以上の者が他市区町村で従業している。 

 

表 1-2 男女別、従業地別就業者数 

 
 

 

図 1-2-(1) 年齢(5歳階級)別、従業地別 15歳以上男性就業者の割合 

 

自宅  自宅外 府内 他県

4,369,302 1,786,983 336,344 1,450,639 2,582,319 2,318,835 263,484

男 2,393,593 835,314 190,958 644,356 1,558,279 1,371,930 186,349

女 1,975,709 951,669 145,386 806,283 1,024,040 946,905 77,135

100.0 40.9 7.7 33.2 59.1 53.1 6.0

男 100.0 34.9 8.0 26.9 65.1 57.3 7.8

女 100.0 48.2 7.4 40.8 51.8 47.9 3.9

区　　　　　分 就業者数 自市区町村で従業

実数
（人）

総数

割合
（％）

総数

他市区町村で従業

就業者の約 6割が他市区町村で従業 

注）不詳補完値による。 
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注)各年齢階層の総数(従業地「不詳」を控除)における「他市区町村で従業」の構成比を 
「府内」及び「他県」で按分 

図 1-2-(2) 年齢(5歳階級)別、従業地別 15歳以上女性就業者の割合 
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 就業者及び通学者の従業地・通学地別の割合を市町村別にみると、「自市区町村で従業・通学」

は東大阪市が 59.5％と最も高く、次いで能勢町が 55.1％、泉佐野市が 54.1％となっている。 

「府内他区市町村で従業・通学」は忠岡町が 63.1％と最も高く、次いで千早赤阪村が 61.7％、

太子町が 61.3％となっている。 

 「他県で従業・通学」は島本町が 23.3％と最も高く、次いで能勢町が 21.7％、豊能町が 19.2％

となっている。 

 

図 1-3 市町村別、従業地・通学地別就業者及び通学者の割合 

 

（％）

府内 他県

大 阪 府 46.0 48.0 6.0 大 阪 府

大 阪 市 42.7 51.8 5.5 大 阪 市

堺 市 45.2 51.9 2.9 堺 市

岸 和 田 市 51.8 45.5 2.8 岸 和 田 市

豊 中 市 47.2 44.2 8.6 豊 中 市

池 田 市 43.8 43.2 13.0 池 田 市

吹 田 市 46.0 47.1 7.0 吹 田 市

泉 大 津 市 40.1 57.0 2.9 泉 大 津 市

高 槻 市 51.8 35.5 12.8 高 槻 市

貝 塚 市 46.3 51.1 2.6 貝 塚 市

守 口 市 42.3 53.0 4.7 守 口 市

枚 方 市 52.8 34.8 12.4 枚 方 市

茨 木 市 49.3 41.4 9.3 茨 木 市

八 尾 市 53.2 42.6 4.1 八 尾 市

泉 佐 野 市 54.1 41.8 4.1 泉 佐 野 市

富 田 林 市 44.4 52.4 3.2 富 田 林 市

寝 屋 川 市 45.4 48.8 5.8 寝 屋 川 市

河 内 長 野 市 44.5 51.7 3.8 河 内 長 野 市

松 原 市 45.6 51.4 3.0 松 原 市

大 東 市 46.2 49.0 4.8 大 東 市

和 泉 市 46.5 50.6 2.9 和 泉 市

箕 面 市 44.6 47.9 7.5 箕 面 市

柏 原 市 43.3 51.3 5.5 柏 原 市

羽 曳 野 市 42.4 54.2 3.5 羽 曳 野 市

門 真 市 45.9 49.9 4.2 門 真 市

摂 津 市 45.3 48.4 6.3 摂 津 市

高 石 市 37.0 59.5 3.5 高 石 市

藤 井 寺 市 38.6 57.7 3.7 藤 井 寺 市

東 大 阪 市 59.5 36.0 4.5 東 大 阪 市

泉 南 市 47.6 47.4 5.1 泉 南 市

四 條 畷 市 37.1 54.6 8.4 四 條 畷 市

交 野 市 37.4 54.2 8.4 交 野 市

大 阪 狭 山 市 38.9 58.1 3.0 大 阪 狭 山 市

阪 南 市 41.7 51.4 7.0 阪 南 市

島 本 町 33.9 42.8 23.3 島 本 町

豊 能 町 32.5 48.3 19.2 豊 能 町

能 勢 町 55.1 23.2 21.7 能 勢 町

忠 岡 町 34.6 63.1 2.3 忠 岡 町

熊 取 町 39.2 57.2 3.7 熊 取 町

田 尻 町 41.3 55.4 3.3 田 尻 町

岬 町 40.8 46.7 12.5 岬 町

太 子 町 34.1 61.3 4.6 太 子 町

河 南 町 40.2 56.7 3.1 河 南 町

千 早 赤 阪 村 35.5 61.7 2.8 千 早 赤 阪 村

他市区町村で従業・通学自市区町村で
従業・通学

府・市町村
0 20 40 60 80 100

（％）

aaaaaa aaa aaa自市区町村
他市区町村

（府内）

他市区町村

（他県）

自市区町村で従業・通学する割合が最も高いのは東大阪市で約 6 割 

 

※就業者及び通学者＝100％ 

注）不詳補完値による。 
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表 1-3 市町村別、従業地・通学地別就業者及び通学者数 
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＜流入人口＞ ＜流出人口＞ 

２ 流入・流出人口 

 

 

 就業者及び通学者の他都道府県から大阪府への流入人口は 60万 2,402人となっており、兵庫県

から 30 万 9,704 人(総数の 51.4％)が最も多く、次いで奈良県から 13 万 7,932 人、京都府から 8

万 9,443人、和歌山県から 2万 5,842人、滋賀県から 2万 451人となっている。 

 一方、大阪府から他都道府県への流出人口は 25万 7,988人となっており、兵庫県へ 10万 6,051

人(総数の 41.1％)が最も多く、次いで京都府へ 8万 6,787人(同 33.6％)、奈良県へ 2万 7,627人、

和歌山県へ 1万 2,974人、滋賀県へ 1万 663人となっている。 

 

表 2-1 府県別流入・流出人口の推移 

 
注）就業者は 15歳以上を集計、通学者は 15歳未満を含めて集計 

 

 

図 2-1 府県別流入・流出人口の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増　減　数（人）

平成27年 令和2年 平成27年 令和2年
平成27年と

令和2年の差

総　数 667,941 602,402 100.0 100.0 △ 65,539 

滋賀県 　 から 22,827 20,451 3.4 3.4 △ 2,376 

京都府 　 から 96,689 89,443 14.5 14.8 △ 7,246 

兵庫県  　から 333,006 309,704 49.9 51.4 △ 23,302 

奈良県  　から 154,708 137,932 23.2 22.9 △ 16,776 

和歌山県 から 29,129 25,842 4.4 4.3 △ 3,287 

近畿以外 から 31,582 19,030 4.7 3.2 △ 12,552 

総　数 283,107 257,988 100.0 100.0 △ 25,119 

滋賀県 　 へ 11,187 10,663 4.0 4.1 △ 524 

京都府 　 へ 90,146 86,787 31.8 33.6 △ 3,359 

兵庫県  　へ 110,863 106,051 39.2 41.1 △ 4,812 

奈良県  　へ 29,388 27,627 10.4 10.7 △ 1,761 

和歌山県 へ 13,504 12,974 4.8 5.0 △ 530 

近畿以外 へ 28,019 13,886 9.9 5.4 △ 14,133 

割　　　　　合　（％）
都道府県

大
阪
府
へ
の
流
入
人
口

大
阪
府
か
ら
の
流
出
人
口

実　　　　　数　（人）

34.4 万人の流入超過 流入人口、流出人口とも兵庫県が最も多い 
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図 2-2 府県別流入・流出人口 

＜流入人口 602,402 人＞            ＜流出人口 257,988 人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）就業者は 15歳以上を集計、通学者は 15歳未満を含めて集計 
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10,663人 

奈良県 

27,627 人 
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12,974人 

近畿以外 
13,886人 
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流入人口を就業者・通学者別にみると、就業者、通学者とも兵庫県が最も多い(28万 4,629人、

2万 5,075人)。 

一方、流出人口は、就業者は兵庫県(9万 2,377人)が、通学者は京都府(1万 9,523人)が、それ

ぞれ最も多い。 

なお、京都府への通学者を除き、流入人口が流出人口を上回っている。 

 

表 2-2 就業者・通学者別、府県別流入・流出人口 

 

注）就業者は 15歳以上を集計、通学者は 15歳未満を含めて集計 

 

  

平成27年 令和2年
平成27年と
令和2年の差

平成27年 令和2年
平成27年と
令和2年の差

平成27年 令和2年
平成27年と
令和2年の差

総　数 667,941 602,402 △ 65,539 591,717 544,014 △ 47,703 76,224 58,388 △ 17,836 

滋賀県から 22,827 20,451 △ 2,376 18,736 17,269 △ 1,467 4,091 3,182 △ 909 

京都府から 96,689 89,443 △ 7,246 86,171 81,551 △ 4,620 10,518 7,892 △ 2,626 

兵庫県から 333,006 309,704 △ 23,302 301,247 284,629 △ 16,618 31,759 25,075 △ 6,684 

奈良県から 154,708 137,932 △ 16,776 136,381 124,184 △ 12,197 18,327 13,748 △ 4,579 

和歌山県から 29,129 25,842 △ 3,287 23,495 21,507 △ 1,988 5,634 4,335 △ 1,299 

近畿以外から 31,582 19,030 △ 12,552 25,687 14,874 △ 10,813 5,895 4,156 △ 1,739 

総　数 283,107 257,988 △ 25,119 222,617 211,178 △ 11,439 60,490 46,810 △ 13,680 

滋賀県へ 11,187 10,663 △ 524 8,180 8,249 69 3,007 2,414 △ 593 

京都府へ 90,146 86,787 △ 3,359 65,757 67,264 1,507 24,389 19,523 △ 4,866 

兵庫県へ 110,863 106,051 △ 4,812 92,763 92,377 △ 386 18,100 13,674 △ 4,426 

奈良県へ 29,388 27,627 △ 1,761 21,152 20,962 △ 190 8,236 6,665 △ 1,571 

和歌山県へ 13,504 12,974 △ 530 9,935 9,936 1 3,569 3,038 △ 531 

近畿以外へ 28,019 13,886 △ 14,133 24,830 12,390 △ 12,440 3,189 1,496 △ 1,693 

総　数 384,834 344,414 △ 40,420 369,100 332,836 △ 36,264 15,734 11,578 △ 4,156 

滋賀県 11,640 9,788 △ 1,852 10,556 9,020 △ 1,536 1,084 768 △ 316 

京都府 6,543 2,656 △ 3,887 20,414 14,287 △ 6,127 △ 13,871 △ 11,631 2,240 

兵庫県 222,143 203,653 △ 18,490 208,484 192,252 △ 16,232 13,659 11,401 △ 2,258 

奈良県 125,320 110,305 △ 15,015 115,229 103,222 △ 12,007 10,091 7,083 △ 3,008 

和歌山県 15,625 12,868 △ 2,757 13,560 11,571 △ 1,989 2,065 1,297 △ 768 

近畿以外 3,563 5,144 1,581 857 2,484 1,627 2,706 2,660 △ 46 

通　学　者　（人）

流
入
人
口

流
出
人
口

流
入
超
過
人
口

都道府県

総　　数　（人） 就　業　者　（人）

「通学者‐京都府」のみ流出超過 
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図 2-3 就業者の府県別流入・流出人口 

＜流入人口：544,014 人＞           ＜流出人口：211,178 人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）15歳以上を集計 

 

 

 

図 2-4 通学者の府県別流入・流出人口 

＜流入人口：58,388人＞             ＜流出人口：46,810 人＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）15歳未満を含めて集計 

奈良県 

13,748人 

兵庫県 

25,075人 

京都府 

7,892 人 

和歌山県 

4,335人 

滋賀県 

3,182人 

近畿以外 

4,156人 

京都府 

19,523 人 

兵庫県 

13,674人 滋賀県 

2,414人 

奈良県 

6,665 人 

和歌山県 

3,038人 

近畿以外 
1,496人 

奈良県 

124,184人 

兵庫県 

284,629人 

京都府 

81,551 人 

和歌山県 

21,507人 

滋賀県 

17,269 人 

近畿以外 

14,874 人 

京都府 

67,264 人 

兵庫県 

92,377人 滋賀県 

8,249人 

奈良県 

20,962 人 

和歌山県 

9,936人 

近畿以外 
12,390人 
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３ 昼間人口、昼夜間人口比率 

 

 

 昼間人口は 922万 7,865人で東京都(1,675万 1,563人)に次いで 2位、夜間人口(常住地による

総人口 883万 7,685人)と比較すると 39万 180人多い。 

 昼夜間人口比率は 104.4で、同じく東京都(119.2)に次いで 2位であるが、平成 7年をピークに

低下し続けている。 

 

表 3-1 夜間人口、昼間人口、昼夜間人口比率の推移 

 

注）平成 27年及び令和 2年は不詳補完値による。 

 

 

図 3-1 夜間人口、昼間人口、昼夜間人口比率の推移 

 
 

注）平成 27年及び令和 2年は不詳補完値による。 

 

 

区　　分 夜間人口（人） 昼間人口（人） 昼夜間人口の差（人） 昼夜間人口比率

平成7年 8,781,295 9,318,312 537,017 106.1  

    12年 8,789,354 9,308,237 518,883 105.9  

   　 17年　 8,759,033 9,241,468 482,435 105.5  

    22年 8,865,245 9,280,560 415,315 104.7  

    27年 8,839,469 9,245,167 405,698 104.6  

令和2年 8,837,685 9,227,865 390,180 104.4  

昼間人口は 922 万人、夜間人口を 39万人上回る 
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昼間人口が夜間人口を上回っているのは、大阪市(昼夜間人口比率 132.5)、田尻町(同 113.7)、

摂津市(同 111.3)、門真市(同 108.4)、泉佐野市(同 107.9)、東大阪市(同 102.7)及び河南町(同

100.2)である。 

 なお、政令指定都市及び東京都特別区部の昼夜間人口比率では、大阪市が 1位、堺市が 17位で

ある。 

 

表 3-2 市町村別夜間人口、昼間人口、昼夜間人口比率 

 
注）不詳補完値による。 

 

図 3-2 市町村別昼夜間人口比率 

 

市町村
夜間人口

（人）
昼間人口

（人）
昼夜間人口の

差（人）
昼夜間人口

比率
市町村

夜間人口
（人）

昼間人口
（人）

昼夜間人口の
差（人）

昼夜間人口
比率

大阪府 8,837,685 9,227,865 390,180 104.4 柏原市 68,775 64,286 △ 4,489 93.5

大阪市 2,752,412 3,645,921 893,509 132.5 羽曳野市 108,736 92,895 △ 15,841 85.4

堺市 826,161 770,547 △ 55,614 93.3 門真市 119,764 129,861 10,097 108.4

岸和田市 190,658 168,869 △ 21,789 88.6 摂津市 87,456 97,349 9,893 111.3

豊中市 401,558 351,933 △ 49,625 87.6 高石市 55,635 52,025 △ 3,610 93.5

池田市 104,993 95,189 △ 9,804 90.7 藤井寺市 63,688 54,735 △ 8,953 85.9

吹田市 385,567 373,037 △ 12,530 96.8 東大阪市 493,940 507,267 13,327 102.7

泉大津市 74,412 64,854 △ 9,558 87.2 泉南市 60,102 56,714 △ 3,388 94.4

高槻市 352,698 302,566 △ 50,132 85.8 四條畷市 55,177 46,679 △ 8,498 84.6

貝塚市 84,443 74,850 △ 9,593 88.6 交野市 75,033 58,432 △ 16,601 77.9

守口市 143,096 132,451 △ 10,645 92.6 大阪狭山市 58,435 51,372 △ 7,063 87.9

枚方市 397,289 346,010 △ 51,279 87.1 阪南市 51,254 39,723 △ 11,531 77.5

茨木市 287,730 270,585 △ 17,145 94.0 島本町 30,927 24,722 △ 6,205 79.9

八尾市 264,642 248,815 △ 15,827 94.0 豊能町 18,279 13,246 △ 5,033 72.5

泉佐野市 100,131 108,036 7,905 107.9 能勢町 9,079 8,494 △ 585 93.6

富田林市 108,699 96,104 △ 12,595 88.4 忠岡町 16,567 15,181 △ 1,386 91.6

寝屋川市 229,733 197,708 △ 32,025 86.1 熊取町 43,763 35,586 △ 8,177 81.3

河内長野市 101,692 84,978 △ 16,714 83.6 田尻町 8,434 9,589 1,155 113.7

松原市 117,641 104,961 △ 12,680 89.2 岬町 14,741 12,234 △ 2,507 83.0

大東市 119,367 114,685 △ 4,682 96.1 太子町 13,009 9,868 △ 3,141 75.9

和泉市 184,495 157,544 △ 26,951 85.4 河南町 15,697 15,735 38 100.2

箕面市 136,868 117,584 △ 19,284 85.9 千早赤阪村 4,909 4,645 △ 264 94.6

5市 2町で昼間人口が夜間人口を上回る 

 

注）不詳補完値による。 
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1)産業ごとの総数(従業地「不詳」を控除)における構成比 
2)産業ごとの総数(従業地「不詳」を控除)における「他市区町村で従業」の構成比を「府内で従業」及び「他県で従業」 
 で按分 

４ 常住地による就業者 

 (1)産業別 

 

 

常住地による 15 歳以上の就業者を従業地別にみると、「自市区町村で従業」は 40.6％、「府内

他市区町村で従業」は 53.3％、「他県で従業」は 6.2％となっている。 

産業(常住地による 15 歳以上の就業者数(総数)における割合 1％未満の産業及び「分類不能の

産業」を除く。)別にみると、「自市区町村で従業」では「宿泊業，飲食サービス業」が 50.3％と

最も高く、次いで「医療，福祉」(48.5％)、「不動産業，物品賃貸業」(48.5％)と、「府内他市区

町村で従業」では「金融業，保険業」が 73.8％と最も高く、次いで「情報通信業」(69.3％)、「公

務(他に分類されるものを除く)」(65.8％)と、「他県で従業」では「金融業，保険業」が 8.5％と

最も高く、次いで「教育，学習支援業」(8.0％)、「製造業」(7.9％)となっている。 

 

表 4-1 産業(大分類)別、従業地別常住地による 15 歳以上就業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従業地
「不詳」

割合
構成比

 1)
府内で従業

構成比
2)

他県で従業
構成比

 2)
従業市区町村

「不詳・外国」

　総 　　　　数 3,635,394 100.0 1,423,593 40.6 1,824,941 53.3 211,178 6.2 47,762 127,920

　Ａ 農業，林業 17,103 0.5 14,002 82.0 2,322 14.2 638 3.9 123 18

　Ｂ 漁業 704 0.0 580 83.1 87 13.0 26 3.9 5 6

　Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業 126 0.0 47 39.8 48 41.9 21 18.3 2 8

　Ｄ 建設業 238,822 6.6 100,541 43.5 107,272 48.9 16,821 7.7 6,752 7,436

　Ｅ 製造業 547,221 15.1 204,559 37.9 287,120 54.1 42,036 7.9 5,332 8,174

　Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業 15,653 0.4 2,815 18.1 11,220 72.7 1,429 9.3 113 76

　Ｇ 情報通信業 120,395 3.3 29,072 24.3 82,048 69.3 7,568 6.4 910 797

　Ｈ 運輸業，郵便業 230,914 6.4 75,274 33.3 132,264 60.0 14,811 6.7 3,592 4,973

　 Ｉ 卸売業，小売業 606,924 16.7 242,768 40.7 312,718 53.4 34,308 5.9 6,124 11,006

　Ｊ 金融業，保険業 85,262 2.3 14,926 17.7 61,507 73.8 7,108 8.5 894 827

　Ｋ 不動産業，物品賃貸業 107,793 3.0 50,909 48.5 48,316 47.0 4,654 4.5 1,173 2,741

　Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業 135,659 3.7 49,178 36.6 74,707 56.4 9,175 6.9 1,176 1,423

　Ｍ 宿泊業，飲食サービス業 206,490 5.7 101,078 50.3 88,057 44.8 9,647 4.9 2,131 5,577

　Ｎ 生活関連サービス業，娯楽業 120,865 3.3 55,665 47.3 54,394 47.2 6,393 5.5 1,339 3,074

　Ｏ 教育，学習支援業 177,801 4.9 64,208 36.4 96,778 55.5 13,995 8.0 1,230 1,590

　Ｐ 医療，福祉 500,680 13.8 239,495 48.5 231,257 47.6 18,795 3.9 3,828 7,305

　Ｑ 複合サービス事業 16,170 0.4 5,829 36.4 9,006 57.2 998 6.3 164 173

　Ｒ サービス業（他に分類されないもの） 260,506 7.2 98,777 38.8 139,033 56.2 12,253 5.0 4,322 6,121

　Ｓ 公務（他に分類されるものを除く） 93,334 2.6 24,533 26.4 60,739 65.8 7,173 7.8 452 437

　Ｔ 分類不能の産業 152,972 4.2 49,337 56.8 26,048 38.3 3,329 4.9 8,100 66,158

（人，％）

産 業 大 分 類

常住地による15歳以上就業者数

総　　　　　数 自市区町村で従業 他市区町村で従業

自市区町村で働く割合は「宿泊業，飲食サービス業」で、他市区町村で働く割合は「金融業，保

険業」で、他県で働く割合は「金融業，保険業」で、それぞれ最も高い 
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図 4-1 産業(大分類)別、従業地別常住地による 15 歳以上就業者の割合 
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1)職業ごとの総数(従業地「不詳」を控除)における構成比 
2)職業ごとの総数(従業地「不詳」を控除)における「他市区町村で従業」の構成比を「府内で従業」及び「他県で従業」 
 で按分 

 (2)職業別 

 

 

常住地による 15 歳以上の就業者を従業地別にみると、「自市区町村で従業」は 40.6％、「府内

他市区町村で従業」は 53.3％、「他県で従業」は 6.2％となっている。 

職業(常住地による 15 歳以上の就業者数(総数)における割合 1％未満の職業及び「分類不能の

職業」を除く。)別にみると、「自市区町村で従業」では「サービス職業従事者」が 54.1％と最も

高く、次いで「運搬・清掃・包装等従事者」(51.1％)、「管理的職業従事者」(46.6％)と、「府内

他市区町村で従業」では「保安職業従事者」が 68.4％と最も高く、次いで「事務従事者」(62.0％)、

「輸送・機械運転従事者」(60.4％)と、「他県で従業」では「建設・採掘従事者」が 8.7％と最も

高く、次いで「専門的・技術的職業従事者」(7.6％)、「販売従事者」(7.2％)となっている。 

 

表 4-2 職業(大分類)別、従業地別常住地による 15 歳以上就業者数 

 

 

 

 

 

 

 

  

従業地
「不詳」

割合
構成比

 1)
府内で従業

構成比
2)

他県で従業
構成比

2)
従業市区町村

「不詳・外国」

　総 　　　　数 3,635,394 100.0 1,423,593 40.6 1,824,941 53.3 211,178 6.2 47,762 127,920

　Ａ 管理的職業従事者 74,021 2.0 33,755 46.6 33,720 47.6 4,107 5.8 890 1,549

　Ｂ 専門的・技術的職業従事者 652,292 17.9 231,477 35.8 361,262 56.6 48,666 7.6 4,713 6,174

　Ｃ 事務従事者 773,977 21.3 244,939 31.9 469,607 62.0 45,698 6.0 6,542 7,191

　Ｄ 販売従事者 504,764 13.9 180,747 36.5 273,243 56.2 35,153 7.2 5,475 10,146

　Ｅ サービス職業従事者 450,959 12.4 237,855 54.1 180,456 42.0 16,531 3.8 4,524 11,593

　Ｆ 保安職業従事者 55,893 1.5 13,931 25.4 36,712 68.4 3,314 6.2 943 993

　Ｇ 農林漁業従事者 18,399 0.5 14,515 79.2 2,967 16.8 704 4.0 141 72

　Ｈ 生産工程従事者 420,105 11.6 181,423 44.1 199,221 49.5 26,157 6.5 5,034 8,270

　 Ｉ  輸送・機械運転従事者 117,097 3.2 37,221 32.7 66,664 60.4 7,621 6.9 2,312 3,279

　Ｊ 建設・採掘従事者 140,597 3.9 60,090 44.5 58,815 46.8 10,912 8.7 5,239 5,541

　Ｋ 運搬・清掃・包装等従事者 284,251 7.8 141,453 51.1 121,799 45.4 9,376 3.5 4,227 7,396

　Ｌ 分類不能の職業 143,039 3.9 46,187 59.7 20,475 35.2 2,939 5.1 7,722 65,716

職業大分類

常住地による15歳以上就業者数

総　　　　　数 自市区町村で従業 他市区町村で従業

自市区町村で働く割合は「サービス職業従事者」で、他市区町村で働く割合は「保安職業従事

者」で、他県で働く割合は「建設・採掘従事者」で、それぞれ最も高い 
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図 4-2 職業(大分類)別、従業地別常住地による 15 歳以上就業者の割合 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

大阪府総務部統計課 人口･労働グループ 

〒559-8555 大阪市住之江区南港北１-14-16 

大阪府咲洲庁舎（さきしまコスモタワー）19 階 

TEL 06-6941-0351（内線 2346） 

 

 

 

 

 

 

 

集計区分 集計内容 公表予定 

人 口 速 報 集 計 男女別人口及び世帯数 ［公表済］ 

人 口 等 基 本 集 計   人口、世帯、住居に関する結果 

外国人、高齢者世帯、母子・父子世帯、親子の同居等に

関する結果 

［公表済］ 

就業状態等基本集計   人口の労働力状態、夫婦、子どものいる世帯等の産業・

職業大分類別構成に関する結果 

［公表済］ 

抽 出 詳 細 集 計 就業者の産業・職業小分類別構成等に関する詳細な結果 令 4.12 

従業地・通学地による 

人口・就業状態等集計 

従業地・通学地による人口の基本的構成及び就業者の産

業・職業大分類別構成に関する結果 

［公表済］ 

移動人口の男女・年齢 

等集計         

人口の転出入状況に関する結果 ［公表済］ 

移動人口の就業状態等 

集計 

移動人口の労働力状態、産業・職業大分類別構成に関す

る結果 

［公表済］ 

小 地 域 集 計 ★の集計に関する基本的な事項の町丁・字等別の結果 各集計区分の

公表後順次 

 


